
 

  

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タンポポ 

季節だより 

発熱する植物 ザゼンソウ 

 

班 通 信  
№ 12 

令和６年３月１４日 

令和５年度「現・退職校長教育推進協議会」を開催 
2月3日（土）会員20名、現職校長15名が参加して

行われました。また終了後は4年ぶりに現・退職懇親会

も行いました。城南小学校坂本校長からは学習の個別最

適化を図るためにタブレットやスタディサプリ、面談相

談シートを活用した最先端の取り組みが発表され、現場

を離れて久しい者は驚きをもって聞き入りました。 

また、中山会員からは長年続けている蛍の飼育・放流

や南三陸支援、子ども食堂など 

のボランティア活動について、 

貴重な体験に基づいて実践者な 

らではの説得力ある発表があり 

ました。「活動を継続するには、 

心の繋がりを築くことが肝心」 

との指摘は、対外連携を模索する本会にも貴重な教訓と

なりました。発表のお二人に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 
 

令和６年度定期総会（開催予告） 
令和6年4月20日（土）に「ほてい家」で行います。

今回は、新たな試みとして午前１１：３０開会で、総会

終了後に昼食・懇親会を予定しています。 

より多くの会員が参加できる計画を模索した結果、比

較的休日の会員が多く、また安全を考慮して土曜日の昼

間に開催します。旧交を温める数少ない機会であるとと

もに、一年間の運営計画を承認いただく大切な場ですの

で、是非多くの会員に出席していただけますよう、今か

ら予定表のチェックをお願いいたします。 

さいたま市 

岩槻班退職校長会 

事務局：090-5826-3329（岡野） 

 

春休みの 岩槻児童センター連携事業 
１ 昆虫写真展「市内で見られる春のチョウたち」 

3月23日～5月15日（大河内会員担当） 

２ 竹細工教室 「竹のリングを作ろう」 

3月26日（火）13:30～（井上会員担当） 

３ お話とスライド投影「モンシロチョウのひみつ」 

3月29日（金）13:30～（萩原会員担当） 

４ ビックリ！実験ショー「笛って何？・笛を作ろう」 

4月2日（火）14:00～（大河内会員担当） 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

＊会員各位にご協力いただきました「学校・地域活動を支

援するボランティア一覧」の冊子が完成し、年度内に区内

各学校や公民館等に配付されます。これで地域や学校との

連携活動が、より活性化することが期待されます。 

 

訃報 本会会員須永昭雄氏（87歳）が、令和5年12月24
日ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。 

総苞片が重なり合った
カントウタンポポ 

日本人にとってお馴染みのタンポポ（蒲公英：キク科）ですが、今私たちが目にするのは、ほぼ外来の
セイヨウタンポポ（総苞片が反り返る）です。在来のカントウタンポポ（総苞片が重なり合う）が外来
種に置き換わった要因は ①小さく軽くて遠くまで飛べる種子を大量に生産する ②発芽の適温範囲
が広く年間通して発芽できる ③種子は在来種のように夏眠せず、年間通して開花・結実ができる ④
種子は受粉・受精しないで生産できる（無性生殖・クローン種子） など優れた繁殖能力を備えている
ほか、より大きな要因は昭和30～40年代の全国的な乱開発で在来種や多様な植物が生育していた環境
が破壊され、できた裸地に北海道で飼料として導入されたものが侵入し分布を拡大・定着したためと考
えられます。しかし在来種は駆逐されたわけではなく、自然環境の豊かな里山や郊外の田園地帯で確実
に生息しており、いわば現実の環境を巧みに利用して棲み分けているのです。一方、近年両種の雑種化
も進んでおり、生態系や種の多様性を確保するためにも自然環境の保全が大きな課題になっています。 
 
 

令和５年度の活動を振り返って 
              事務局長  岡野 功 

 世の中の有り様はほぼコロナ前に戻った１年でありま

したが、本会は、社会の実情を注視しながら事業を展開

してきました。その結果、多くの成果が生まれました。

ここにその要因と考えられるものを挙げてみます。 

１ 事業運営スタッフとしての会員の協力を得たこと  

今年は日帰り研修、会報編集、現退職教育推協、ま

ちかど雛めぐりに１２名の協力をいただきました。 

２ 研修会に浦和・与野・大宮各班からの参加を得たこと 

  他班から２つの企画研修会に計１３名の参加をいた

だきました。また現職校長にもご参加いただきました。 

３ ６０代会員の参加でより活力ある退職校長会に 

  年末懇親会や現退職校長教育推協に多数の若手会員

が参加。世代間の交流が図られ、親 

睦が深まりました。 

４ 初の児童センターでのイベント開催 

（長期休業日） 

  ５名の会員が、計８コマの講座や 

展示を行い、参加者や館職員の好評 

を得ました。春休みも行います。 

 

 

 

 

   

 

「まちかど雛めぐり」会場ボランティアで活躍 
今年度も 3月 23日から開催され、恒例のボランティア

に 21名（役員外 7名含）の会員が参加しました。今年は
「つるし飾り」や一緒に写真の撮れる大きな内裏雛も登場
し、一段と充実した展示でした。また本会で作成した各雛
の「解説票」も展示しました。会場当番に当たっていただ
いた会員には岩槻の好 
印象を高めるのに一役 
買っていただき、あり 
がとうございました。 


